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今、私たちがもつ“うち”という感覚は、ひと住戸・ひと家族という単位に

とどまっている。そのような“うち”感覚の小ささは近年、核家族化や独居老

人の増加など生活単位縮小の傾向を引き起こし、私たちの暮らしはますます内

向的で制限のあるものとなってきてしまっている。そこで、本提案では私たち

の“うち”感覚の拡張を試みる。

横須賀市谷戸地区内の“ひとつの集落”を“ひとつのうち”として再構築。

集落内の各所を、従来よりもスケールを拡大した住まいの中のひとつひとつの

諸室に見立てて多世帯で共有する暮らしの空間を計画する。それによって人々

の日常がささやかでも確かな変化を起こし、暮らしがよりおおらかで多彩なも

のとなることを期待する。

作者が提案する、共助関係によって成立する地域生活像は、

旧来のコミュニタリアンの論調にほぼ一致したものだ。したが

って、たとえば地域規範を阻害する者に対する排除意識などと

いった、共同体主義特有の欠点を伴ったコミュニティ像である

ことは否めない。にもかかわらず本作が魅力的なのは、この閉

塞的な集落の、ややもすると短所となり得る地形的特徴を、作

者の主観を通して長所に変換してみせた点にある。主観といっ

ても、決して独りよがりなものではない。先人の論考を参照す

るなら、槇文彦らが30年あまり前に提示した、微地形のもつ

都市的文脈の読解手法に近い。槇はそれを「奥の思想」と名付

けた。対して本作を「うちの思想」と呼んでもよかろう。集落

地形と集落居住者の生活感覚をひとつの思想で重ね合わせよう

としたこの試みは、実に有意義な思考実験となった。空間設計

手法は正当、プレゼンテーションボードは綿密、公開審査での

口演や質疑応答も誠実で、総合的にみて完成度の高い作品であ

る。欲を言えば、模型にもこの思想を表現する工夫があるとよ

かった。

（審査委員：矢野裕之）
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講　評 都市において重要な役割を果たすごみ処理施設だが、人々からは「臭い」「汚い」

などの先行的なイメージから避けられている。

地域住民は近くに建つことを望まない。

意識的に避ける事で無意識にごみと向き合うことを放棄しているのではないだろ

うか。

ネガティブなイメージを持つごみ処理施設にポジティブな要素を持つ美術館を複

合させる。

コンプレックスの中のネガポジが３次元的に構成されることでお互いの空間は複

雑に絡み合い、ネガポジの相互関係は新しい関係性を生み出す。

この建築が作り出す空間体験は人々のごみに対しての意識を変化させていく。

そこはゴミと巡る山。

ネガティブなイメージをもつゴミ処理施設を大胆にも都

市の真ん中につくるという意欲作である。現代の都市に必

要不可欠なゴミ処理施設は、現在街の中のネガティブな存

在として住民の意識から遠ざけられている。この作品は、

美術館というポジティブなプログラムをコンプレックスす

るという方法で、住人のもつネガ、ポジの意識を軽やかに

反転させ、人々の集まる街のシンボルとしてこの建物を存

在させようとする秀逸な提案である。

多面体で構成されるヤマのような形態は、街のアイコン

として人の意識に入り込む魅力を感じた。また、ネガ（ゴ

ミ処理施設）と、ポジ（美術館）の空間が、絡み合いなが

ら作り上げる3次元的な内部空間も複雑に構成され、相反

する2つの空間を有機的に結びつけている。2つの施設が同

時に機能するように、機器の配置、動線計画の緻密な設計

も評価できる。今まで目を背けてきた施設に改めて目を向

け、建築の存在の仕方を見直すことで、人々の意識を変え

ていくことが可能であれば、このような建築を考える姿勢

は、現代社会にとって非常に重要である。

（審査委員：佐々木達郎）

深澤　衛（ふかざわまもる）
千葉工業大学　工学部　建築都市環境学科

ゴミトメグルヤマ ～ごみ処理美術館の提案～

講　評




